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１　はじめに
　今、日本では人口減少そして高齢化が進み、活気
が喪失され産業も衰退するという悪循環を招いて
いる。この悪循環は、各自治体の税収の減少を招き、
行政サービスを低下させ、医療機関や教育機関の削
減へと繋がり、これらの問題の連鎖で負のスパイラ
ルに陥っている地域が多くある。

　このような問題に対して自治体、NPO、グループ
などの組織で、まちに活気を取り戻そうと取り組ん
でいる地域がある。本稿では、文献調査と実地調査
をもとに、この問題に正面から取り組んでいる地域
の現状と課題を考察する。
　対象地域は、徳島県上勝町、徳島県神山町、島根
県海士町とし、その１回目として徳島県上勝町を取
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り上げる。

２　徳島県上勝町
２-１　地理

徳島県上勝町は、徳島県の山間に位置する面積
にして109.68平方キロメートルという四国で最も
小さい町である。

　
図表１　徳島県上勝町地図２

85%が森林で残り15%もほとんどが急傾斜地で
あり住宅は標高100メートルから700メートルほど
の間に、大小55の集落に分かれて点在している。

２-２　人口

人口は、1,545人（2015年総務省統計局：国勢調
査）、65歳以上の人口が54%を占める高齢化の町で
ある。1950年には6,356人、1975年には3,500人以上
いた人口が、基幹産業であった農林業の衰退とと
もに、2015年まで全国平均を大幅に上回る減少率
で毎年減少している。　

２-３　ヒストリー

先述したように徳島県上勝町は、総面積の85%
を森林が占めており、この森林が上勝町にとって
重要な資源であり、林業は町の基幹産業であっ
た。1961年から木材の輸入自由化が段階的に始ま
り、海外からの木材が大量に輸入され、植林した
木が育たないうちに木材価格が暴落した。そのた
め、林業は壊滅的なまでに衰退し、間伐などの手
入れが出来なくなり森林の荒廃が進んでいる。

２-４　地域の特色

農業は、山の斜面を切り開いた棚田で行われた。

その一つ、「樫原の棚田」は「日本の棚田百選」に
選ばれている。また、樫原だけでなく、町内全域
の山という山の斜面に、見渡す限りの棚田が等高
線を描くように連なっている。上勝町の棚田では、
春から秋にかけては米、秋から翌春にかけては小
麦や大麦のほかに大麦の一種である裸麦や、ある
いは菜種を栽培する二毛作が行われていた。家の
近くの畑では自家用の野菜に加え、柿やびわなど
の果物のほか酢橘、ゆず。上勝町特産の柚香など
の香酸柑橘類を植えていた。山に自生し、あるい
は棚田や畑の畦などで栽培するお茶の葉からは、
特産の阿波晩茶を作る。阿波晩茶は、葉肉が厚く
なる７月を待って摘み取った茶葉を大きな釜で茹
でて摺った後、桶に一週間以上漬け込んで乳酸発
酵させ、天日で乾燥させた発酵茶である。お茶づ
くりの最盛期を迎える真夏になると、家々の庭先
から茶葉を蒸す香り、お茶を摺る香り、天日干し
する香りが立ち上る。その香りと風景は「日本の
かおり風景百選」に選ばれている。

　
２-５　みかん栽培

戦後の食生活の欧米化によって食糧輸入が増大
する一方、米の消費量は、減少していった。その
ため、収益率の高いみかん栽培に1961年頃から切
り替える農家が増えていった。当初はみかんの価
格が高く、みかんさえ作っていればお金に困るこ
とは無かったが、西日本全域にみかん栽培が急拡
大したため、みかんは生産過剰になり、価格が低
下し始め、1969年には全国的な大豊作により、価
格が暴落した。

1981年の異常寒波で上勝町にあったみかん畑
120ヘクタールの約８割が枯死し、みかん栽培は
壊滅的な打撃を受けた。

２-６　営農指導員−横石知二氏

1979年徳島県農業大学校を卒業し、４月に上勝
町農業協同組合へ営農指導員として入社した横石
知二氏は、各農家を一軒一軒廻ってコミュニケー
ションをとろうとしていた。が、男は朝っぱらか
ら大酒をあおり、女は陰で他人をそしり合う日々
を過ごすどん底の町だった。

このみかん栽培の大打撃に対して、迅速な現金


